
足尾地域歴史資料集（中世）

　足尾地域で発見された戦国時代の古文書・宗教

資料・城跡などから、「中世の足尾」を考察した

一冊。

－ 12－－ 13－

１ 伊達政宗過所

　
過か

所し
ょ
と
は

　
過
所
（
過
書
）
は
、
関
所
の
自
由
通
行
を
認
め
た
文
書
を
意
味
し
、
よ
り
具
体
的
に
は
関

所
で
支
払
う
関
銭
の
免
除
を
保
障
す
る
証
文
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
過
所
を
携
帯
す

れ
ば
、
政
宗
の
領
国
内
に
設
置
さ
れ
た
諸
関
所
の
自
由
な
通
行
と
荷
物
五
駄
分
の
関
銭
が
免

除
さ
れ
た
。
駄だ

と
は
馬
に
乗
せ
た
荷
物
を
さ
し
、
五
駄
は
馬
が
背
負
っ
た
荷
物
五
頭
分
に
な

る
。
重
さ
に
し
て
、
一
駄
は
三
六
〜
四
〇
貫
（
約
一
三
五
〜
一
五
〇
㎏
）
程
度
だ
っ
た
。

　
政
宗
過
所
の
原
本
と
し
て
は
、
本
書
の
ほ
か
に
①
天
正
十
六
年
七
月
二
十
日
づ
け
仙
道
奥

通
あ
て
過
所
（『
仙
台
市
史
』
資
料
編
10 

伊
達
政
宗
文
書
１
、
№
三
〇
一
、
以
下
は
文
書
番

号
の
み
略
記
）、
②
天
正
十
九
年
五
月
八
日
づ
け
登
米
通
あ
て
過
所
（
№
八
三
〇
）、
③
文
禄

三
年
九
月
二
十
四
日
づ
け
宮
沢
ほ
か
あ
て
過
所
（
№
九
八
四
）
が
現
時
点
で
確
認
で
き
る
。

以
上
の
①
〜
③
の
過
所
で
は
、
仙
道
奥
通
・
登
米
通
な
ど
の
通
行
街
道
名
、
も
し
く
は
宮
沢
・

高
清
水
な
ど
関
所
の
所
在
地
名
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
通
行
対
象
地
固
定
型

の
過
所
に
な
る
。

伊達政宗肖像（仙台市博物館蔵）

青葉城址の伊達政宗騎馬像（宮城県仙台市）

﹇
解
説
﹈

　伊
達
政
宗
と
は

　
政
宗
（
一
五
六
七
〜
一
六
三
六
）
は
、
出
羽
米
沢
（
山
形
県
米
沢
市
）
城
主
伊
達
輝
宗

（
一
五
四
四
〜
八
五
）
の
嫡
子
で
、母
は
出
羽
山
形
（
山
形
市
）
城
主
最
上
義
守
の
娘
義
姫
（
保

春
院
）。
幼
名
梵
天
丸
、
通
称
藤
次
郎
を
名
乗
っ
た
。
幼
少
の
こ
ろ
に
右
目
を
失
明
し
、「
独

眼
竜
」
の
異
名
を
も
つ
。
十
八
歳
で
家
督
を
継
い
だ
政
宗
は
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）

六
月
に
会
津
の
蘆
名
氏
を
磨
上
原
（
福
島
県
猪
苗
代
町
）
に
破
っ
て
南
奥
羽
の
統
一
を
果
た

し
、
黒
川
城
（
会
津
若
松
市
）
を
居
城
と
し
た
。

翌
年
の
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
〜
九
八
）
の
小
田
原
北
条
氏
攻
め
に
遅
参
し
、
小
田
原
落

城
後
の
秀
吉
の
宇
都
宮
・
会
津
で
の
仕
置
の
結
果
、
会
津
・
岩
瀬
・
安
積
・
白
河
・
石
川
・

二
本
松（
す
べ
て
福
島
県
）な
ど
の
旧
領
を
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
、奥
羽
の
各
地
で
は
大
崎
・

葛
西
一
揆
な
ど
、
宇
都
宮
・
会
津
仕
置
に
反
感
を
も
つ
諸
勢
力
の
一
揆
が
あ
い
つ
ぎ
、
そ
れ

ら
が
鎮
圧
さ
れ
た
天
正
十
九
年
に
政
宗
は
大
崎
・
葛
西
氏
の
旧
領
を
与
え
ら
れ
、
居
城
を
岩

出
山（
宮
城
県
大
崎
市
）に
移
し
て
い
る
。そ
し
て
、関
ヶ
原
合
戦
後
の
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）

末
に
仙
台
城
（
仙
台
市
）
の
築
城
を
開
始
し
、
あ
ら
た
な
居
城
と
し
た
。

１
伊
達
政
宗
過
所

　
伊
達
政
宗
が
足
尾
の
太
郎
左
衛
門
に
そ
の
身
一
代
に
限
り
荷
物
五
駄
の
領

国
中
諸
関
所
の
通
行
を
許
可
す
る
。

﹇
釈
文
﹈

　
関
東
あ
し
う
の
大
郎
左
衛
門
荷

　
物
五
駄
、
其
身
一
代
、
分
国
中

　
諸
関
所
上
下
、
無
相
違
可
有

　
勘
過
者
也
、
仍
証
文
如
件

天
正
十
七
　
年
九
月
十
六
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　         

分
国

                           

諸
役
所
中

﹇
読
み
下
し
﹈

　
関
東
あ
し
う
の
大
郎
左
衛
門
荷
物
五
駄
、
そ
の
身
一
代
、
分
国
中
諸
関
所
上
下
、
相
違
な

く
勘
過
あ
る
べ
き
も
の
な
り
。
よ
っ
て
証
文
く
だ
ん
の
如
し
。

﹇
大
意
﹈

　
関
東
足
尾
の
大
郎
左
衛
門
の
荷
物
五
駄
は
、
そ
の
身
一
代
の
間
は
伊
達
領
国
中
の
諸
関
所

の
上
下
に
つ
い
て
、
間
違
い
な
く
通
行
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
証
文
と
し
て
以
上
の

と
お
り
。

﹇
寸
法
﹈

　（
縦
）
三
四
・
四
㎝
×
（
横
）
四
九
・
九
㎝
、
竪
紙
、
斐
紙

二　古文書（足尾原文書）

丑己

－ 42－－ 43－

３ 石造阿弥陀如来坐像　附仏龕

３ 

石
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
　
附
仏
龕

﹇
法
量
﹈

　
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
像
高
四
四
㎝
　
頭
頂
〜
顎
十
七
㎝
、
髪
際
〜
顎
九
㎝
、
耳
幅
十
㎝
、
鼻
先
〜
背
面
　
　

　
　
十
二
㎝
、
臂
幅
三
二
㎝
、
膝
幅
三
二
・
五
㎝

　
仏
龕
　

　
　
円
筒
形
　
総
高
八
八
㎝
（
上
か
ら
笠
石
高
さ
十
六
㎝
、
横
幅
六
二
㎝
、
上
段
高
さ
　
　

　
　
三
三
・
五
㎝
、
横
幅
四
五
㎝
、
厚
さ
四
㎝
、
下
段
高
さ
二
六
・
五
㎝
、
横
幅
四
八
㎝
、　

　
　
台
座
高
六
・
五
㎝
、
横
幅
五
九
㎝
）

　
　
柄
鏡
形
の
孔
（
高
さ
二
十
㎝
、
円
形
直
径
十
三
㎝
、
柄
七
㎝
、
幅
三
・
五
㎝
）

　
　
上
段
の
柄
鏡
形
の
孔
の
左
右
に
縦
長
の
孔
（
向
っ
て
左
側
長
さ
十
三
・
五
㎝
、

　
　
幅
三
・
五
㎝
、
右
側
長
さ
十
三
㎝
、
幅
五
㎝
）。

　
　
仏
龕
の
中
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
安
置
す
る
台
座
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
高
さ
二
一
・
九
㎝
、
台
座
は
蓮
華
部
、
敷
茄
子
、
反
花
、
框
の
四
重
座
で
あ
る
。

﹇
制 

作 

年 

代
﹈　
　 

　
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）

﹇
所
　
見
﹈

　
西
禅
寺
跡
に
は
、
円
形
の
台
座
に
二
段
重
ね
の
円
筒
形
に
内
部
を
丸
く
刳
り
貫
き
、
蓋
状

の
笠
石
を
か
ぶ
せ
た
仏
龕
内
に
、
凝
灰
岩
で
造
作
し
た
石
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ

て
い
た
。
左
手
は
膝
上
で
掌
を
丸
め
て
持
物
（
欠
失
）
を
持
ち
、
右
手
は
掌
を
前
方
に
向
け

第
一
指
と
第
二
指
を
合
わ
せ
る
施
無
畏
印
で
あ
る
。
仏
龕
の
正
面
上
段
中
央
に
阿
弥
陀
如
来

の
尊
顔
を
拝
す
る
た
め
に
柄
鏡
形
と
左
右
に
縦
長
の
孔
が
二
カ
所
あ
り
、
柄
鏡
形
の
孔
を
囲

む
よ
う
に
上
下
二
段
に
刻
銘
が
あ
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
如
来
の
背
面
に
は
、
下
記
の
刻
銘
が

あ
る
。

西禅寺釈迦堂脇の石造物群 ⑤木造菩薩坐像

③木造菩薩輪王坐像

⑥木造菩薩坐像

④木造木造如来立像

三　宗教関係資料

日光市歴史民俗資料館　販売書籍

税込み

足尾の近世地方文書
日光市歴史民俗資料館　史料叢書 2

足尾地域に遺された

近世古文書を丁寧に

読み解き、知られざ

る「江戸時代の足尾

の人々のくらし」を

明らかにする一冊。

各 1,000 円


